
見
な
し
雇
用
を
３
年
先
送
に
す

る
と
い
う
骨
抜
き
派
遣
法
案
を

成
立
さ
せ
る
な
ど
、
国
民
い
じ

め
政
策
を
実
施
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
一
方
で
、
大
企
業
に

は
減
税
し
、
大
金
持
ち
の
優
遇

税
制
は
そ
の
ま
ま
。
さ
ら
に
、

キ
ャ
リ
ア
官
僚
に
対
す
る
国
民

の
不
信
感
を
一
般
公
務
員
に
対

す
る
不
満
へ
と
誘
導
し
て
、
公

務
員
全
体
の
労
働
条
件
引
き
下

げ
を
是
と
す
る
世
論
の
喚
起
に

奔
走
し
て
い
ま
す
。

場
所:

佐
世
保
市
島
瀬
公
園

場
所:

大
村
市
民
会
館

場
所:

諫
早
市

今
国
会
で
強
行
さ
れ
た
憲
法

時
間:

午
後
６
時
開
始

時
間:

午
後
６
時
開
始

社
会
福
祉
会
館

違
反
の
国
家
公
務
員
賃
金
引
き

時
間:

午
後
６
時
開
始

下
げ
は
改
悪
の
手
始
め
に
過
ぎ

佐
世
保
集
会
は
、
高
教
組

大
村
集
会
は
、
高
教
組
大

ま
せ
ん
。
民
主
党
政
権
の
こ
れ

佐
世
保
支
部
が
実
行
委
員
会

村
支
部
支
部
長
が
メ
ー
デ
ー

諫
早
集
会
は
、
５
月
１
日

以
上
の
改
悪
を
許
さ
な
い
た
め

の
主
要
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活

実
行
委
員
長
を
担
っ
て
い
ま

午
後
６
時
か
ら
、
諫
早
市
社

に
も
私
た
ち
の
運
動
を
広
げ
て

動
し
、
メ
ー
デ
ー
集
会
の
成

す
。
今
年
度
も
集
会
の
成
功

会
福
祉
会
館
で
開
催
さ
れ
ま

い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

功
に
寄
与
し
て
き
ま
し
た
。

に
向
け
て
奮
闘
し
て
い
る
と

す
。
例
年
、
多
く
の
高
教
組

今
年
度
は
、
５
月
１
日

時

こ
ろ
で
す
。
５
月
１
日
、

組
合
員
の
参
加
し
て
い
ま

18

18

５
月
１
日
、「
労
働
者
の
日
」
慣
習
で
し
た
が
、
近
代
に
入
り

８
時
間
労
働
制
を
要
求
し
、
統

か
ら
、
佐
世
保
市
島
瀬
公
園

時
に
大
村
市
民
会
館
で
の
開

す
。
多
く
の
組
合
員
の
参
加

メ
ー
デ
ー
が
近
づ
い
て
き
ま
し

現
在
の
「
労
働
者
の
日
」
メ
ー

一
ス
ト
ラ
イ
キ
を
行
っ
た
の
が

で
開
催
さ
れ
ま
す
。

催
で
す
。
周
り
の
教
職
員
に

で
メ
ー
デ
ー
諫
早
集
会
を
成

た
。
メ
ー
デ
ー
は
本
来
五
月
祭

デ
ー
に
転
化
し
ま
し
た
。

起
源
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

多
く
の
教
職
員
の
参
加
で

参
加
を
呼
び
か
け
ま
し
ょ

功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。
県
労
連

を
意
味
し
、
こ
の
日
に
夏
の
訪

１
８
８
６
年
５
月
１
日
に
合

東
日
本
大
震
災
を
機
に
、
日

成
功
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

う
。
本
部
か
ら
は
、
馬
場
書

副
議
長
が
挨
拶
す
る
予
定
で

れ
を
祝
う
祭
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

衆
国
カ
ナ
ダ
職
能
労
働
組
合
連

本
社
会
の
地
域
の
つ
な
が
り
が

「
メ
ー
デ
ー
長
崎
県
集
会
」

記
長
が
、
県
労
連
副
議
長
と

す
。

各
地
で
催
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

盟
（
後
の
ア
メ
リ
カ
労
働
総
同

改
め
て
見
直
さ
れ
よ
う
と
し
て

は
、
県
労
連
や
春
闘
共
闘
加
盟

し
て
参
加
し
ま
す
。

労
・
使
が
休
戦
し
、
共
に
祝
う

盟
）
が
、
シ
カ
ゴ
を
中
心
に

い
ま
す
。
こ
の
中
で
、
第

回

の
労
働
組
合
と
民
医
連
や
う
た

離
島
な
ど
で
は
出
張
講
座
も

制
度
だ
」
と
追
及
し
た
上

83

メ
ー
デ
ー
で
は
、
消
費
税
増
税

ご
え
協
議
会
な
ど
で
つ
く
る
実

開
か
れ
て
お
り
、
受
講
者
数

で
、
受
講
の
費
用
に
つ
い

反
対
、Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
な
ど
、
行
委
員
会
が
、
県
民
に
広
く
参

よ
り
多
い
」
な
ど
と
回
答
し

て
、「
受
講
料
の
３
万
円
に

地
方
か
ら
の
運
動
を
強
め
る
こ

加
を
呼
び
か
け
、
毎
年
５
月
１

ま
し
た
。

加
え
、
本
土
で
受
講
す
る

と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
大

日
に
長
崎
市
公
会
堂
前
広
場
で

全
国
か
ら
参
加
し
た
教
職

際
の
旅
費
の
負
担
が
重
い
」

企
業
本
位
の
大
都
市
中
心
社
会

開
催
し
て
き
ま
し
た
。
高
教
組

員
か
ら
は
「

年
目
研
修
と

「
学
校
を
休
ま
な
け
れ
ば

10

で
は
な
く
、
地
域
の
つ
な
が
り

か
ら
も
本
部
執
行
委
員
、
長
崎

４
月

日
、
全
教
は
、
全

し
た
教
員
免
許
更
新
制
に
つ

重
な
る
人
も
い
て
大
変
だ
」

な
ら
な
い
た
め
に
、
同
僚

12

を
大
切
に
し
て
地
方
と
中
央
と

支
部
の
組
合
員
を
中
心
に
参
加

国
で
と
り
く
ま
れ
た
教
員
免

い
て
の
第
３
次
ア
ン
ケ
ー
ト

「
年
休
で
受
講
の
ケ
ー
ス
も

・
生
徒
に
影
響
が
及
ぶ
」

の
共
生
め
ざ
す
運
動
を
広
げ
ま

し
て
い
ま
す
。

許
更
新
制
廃
止
要
求
署
名
約

調
査
の
結
果
で
、
こ
れ
ま
で

あ
る
。
私
事
だ
と
考
え
て
い

な
ど
と
発
言
し
、
教
員
免

し
ょ
う
。

今
年
度
も
、
賃
上
げ
と
雇
用

７
６
０
０
０
筆
を
提
出
し
、

よ
り
も
『
廃
止
す
べ
き
』『
こ

る
の
か
」
な
ど
、
各
県
で
の

許
更
新
制
の
即
時
廃
止
を

確
保
で
内
需
拡
大
・
震
災
復
興

「
教
員
免
許
更
新
制
」
の
即

の
制
度
で
は
教
育
は
よ
く
な

受
講
上
の
問
題
点
を
鋭
く
指

求
め
ま
し
た
。

の
実
現
、
消
費
税
増
税
反
対
、

時
廃
止
を
求
め
て
文
科
省
と

ら
な
い
』
が
増
え
て
い
る
」

摘
し
ま
し
た
。
長
崎
高
教
組

文
科
省
に
署
名
提
出

Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
反
対
、
原
発
ゼ
ロ

の
交
渉
を
行
い
ま
し
た
。
参

こ
と
な
ど
を
述
べ
、
強
く
更

か
ら
は
大
場
委
員
長
が
発
言

の
社
会
の
実
現
な
ど
を
大
き
く

加
者
は
全
教
本
部
８
人
、
日

新
制
の
即
時
廃
止
を
求
め
ま

し
、
文
科
省
が
受
講
の
負
担

前
進
さ
せ
る
こ
と
を
メ
ー
デ
ー

高
教
本
部
２
人
、
全
国
の
仲

し
た
。
全
教
の
要
求
に
対
し

に
つ
い
て
「
免
許
は
個
人
の

民
主
党
政
府
は
、
震
災
復
興

集
会
で
確
認
し
ま
す
。

間
９
人
。（
長
崎
高
教
組
か

て
、
文
科
省
は
「
受
講
料
の

資
格
だ
か
ら
個
人
負
担
」
と

と
「
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

ら
は
大
場
委
員
長
が
参
加
）
。
負
担
や
申
し
込
み
手
続
き
の

回
答
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、

革
」
を
口
実
に
、
消
費
税
増
税

私
た
ち
の
要
求
を
、
地
域
住

文
科
省
は
、
初
等
教
育
局
教

問
題
は
中
教
審
で
議
論
し
て

「
個
人
の
負
担
と
い
う
な
ら

と
所
得
税
増
税
を
行
お
う
と
し

民
、
国
民
共
同
の
力
で
実
現
さ

職
員
課
か
ら
４
人
が
対
応
し

い
る
と
こ
ろ
」
と
し
な
が
ら

ば
、
終
身
免
許
で
あ
っ
た
教

て
い
ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参

せ
る
た
め
に
、
多
く
の
組
合
員

ま
し
た
。

も
、「
教
員
免
許
は
個
人
の

員
免
許
を
国
が
勝
手
に
変
更

加
表
明
、
公
務
員
人
件
費
削
減

の
参
加
で
、
労
働
者
の
祭
典
第

交
渉
で
は
、
冒
頭
に
全
教

資
格
だ
か
ら
個
人
負
担
（
は

し
、
実
質
的
に
更
新
し
な
け

の
強
行
、
製
造
業
派
遣
と
登
録

回
メ
ー
デ
ー
を
大
き
く
成
功

北
村
委
員
長
が
「
全
教
が
全

当
然
）
」「
免
許
更
新
制
の
講

れ
ば
使
え
な
い
よ
う
に
す
る

83

型
派
遣
の
原
則
禁
止
を
削
除
し

さ
せ
ま
し
ょ
う
。

国
の
教
職
員
に
対
し
て
実
施

座
数
に
地
域
差
は
あ
る
が
、

の
は
お
か
し
い
。
無
責
任
な

働
く
者
の
祭
典

第

回
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
よ
う
！

メ
ー
デ
ー
長
崎
県
集
会

日
時:

５
月
１
日

時
10

場
所:

長
崎
市
公
会
堂
前
広
場

83

「
消
費
税
増
税
」「
公

務
員
人
件
費
削
減
」
な

ど
野
田
政
権
の
悪
政
を

打
破
し
よ
う
！

地
区
メ
ー
デ
ー
も
開
催
！

高
教
組
、
各
地
で
奮
闘
！

多
く
の
組
合
員
の
参
加
で
、
地
区
メ
ー
デ
ー
を
成
功
さ
せ
よ
う
。

教
員
免
許
更
新
制
廃
止

文
科
省
交
渉

12春闘 メ
ー
デ
ー

佐
世
保
集
会

メ
ー
デ
ー

大
村
集
会

メ
ー
デ
ー

諫
早
集
会

メ
ー
デ
ー
は
働
く
者
の

統
一
と
団
結
の
象
徴
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「
こ
の
補
償
費
は
、
こ
の
金

確
定
す
る
し
て
お
り
、
廃
止

協
議
書
を
わ
た
し
て
協
議

額
で
移
転
を
承
諾
し
た
場
合

対
象
の
公
舎
に
入
居
者
が
居

を
始
め
、
承
諾
を
得
た
後
、

に
支
給
す
る
も
の
で
、
こ
の

る
場
合
に
は
、
確
定
後
に
、

移
転
承
諾
書
を
出
し
て
も

金
額
で
は
移
転
で
き
な
い
と

移
転
に
つ
い
て
の
相
談
を
す

ら
う
と
説
明
し
て
い
ま
す
。

い
う
場
合
は
移
転
せ
ず
に
残

る
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
場

高
教
組
は
４
月
５
日
、
公
舎

九
州
地
区
用
地
対
策
連
絡
会

る
こ
と
も
で
き
る
」と
述
べ
、
合
も
、「
移
転
を
し
て
も
い

の
集
約
化
に
と
も
な
っ
て
、
教

損
失
補
償
基
準
に
よ
っ
て
算

公
舎
の
退
去
は
あ
く
ま
で
も

い｣

と
言
っ
た
人
に
対
し
て

職
員
が
公
舎
を
退
去
す
る
際
の

定
し
た｣

と
し
て
、
別
表
の

本
人
の
承
諾
が
前
提

移
転
補
償
費
で
県
教
委
折
衝
を

よ
う
に
世
帯
の
場
合
と
単
身

で
あ
る
こ
と
、
移
転

４
月

日
、
国
民
春
闘
共
闘

お
こ
な
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、

の
場
合
に
分
け
た
上
限
額
を

補
償
費
を
出
す
こ
と

12

委
員
会
（
全
労
連
・
全
教
・
教

県
教
委
が
３
月
に
舎
集
約
化
の

示
し
ま
し
た
。
こ
れ
ら
の
額

で
移
転
を
強
制
す
る

組
共
闘
）
は
、「
公
務
員
人
件

素
案
を
提
示
し
た
際
に
、
移
転

は
項
目
ご
と
の
上
限
額
で
あ

も
の
で
は
な
い
こ
と

費
削
減
反
対
」・
「
地
域
主
権
改

長
崎
高
教
組
か
ら
は
大
場
委

補
償
費
の
詳
細
に
つ
い
て
は
後

り
、
補
償
費
の
支
出
は
、
移

を
、
あ
ら
た
め
て
確

革
許
す
な
」
総
務
省
前
要
求
行

員
長
が
参
加
。
全
教
・
日
高
教

日
折
衝
す
る
と
し
て
い
た
も
の

転
完
了
後
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の

認
し
ま
し
た
。

動
と
消
費
税
大
増
税
ス
ト
ッ
プ

の
仲
間
と
と
も
に
、
消
費
税
増

で
す
。

項
目
に
該
当
す
る
領
収
書
を

国
民
集
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

税
問
題
な
ど
に
加
え
て
、
教
職

添
え
て
書
類
を
提
出
し
、
30

全
国
各
地
か
ら
、
５
０
０
０

員
の
強
い
要
求
で
あ
る
教
員
免

県
教
委
が
移
転
補
償
費
の

日
以
内
に
精
算
さ
れ
る
こ
と

人
を
大
き
く
超
え
る
労
働
者
が

許
更
新
制
、公
務
員
賃
金
削
減
、

上
限
額
を
提
示

に
な
っ
て
い
ま
す
。

参
加
し
、
集
会
後
、
公
務
員
賃

定
年
延
長
等
の
諸
問
題
の
解
決

移
転
補
償
費
の
具
体
的
な
額

高
教
組
が
「
民
間
の
賃
貸

県
教
委
は
、
ど
の

下
げ
を
消
費
税
大
増
税
の
露
払

を
求
め
る
シ
ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル

に
つ
い
て
県
教
委
は
、「
他
に

住
宅
に
移
る
場
合
は
礼
金
や

公
舎
を
廃
止
対
象
に

い
に
す
る
な
！
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加

を
あ
げ
な
が
ら
国
会
請
願
デ
モ

よ
る
べ
き
基
準
が
な
い
の
で
、

敷
金
が
必
要
だ
が
、
そ
れ
が

す
る
か
は
、
現
在
各

反
対
！
、
原
発
依
存
か
ら
の
転

を
行
い
ま
し
た
。
５
千
人
を
超

県
が
土
地
収
用
の
際
に
、
移
転

補
償
さ
れ
な
け
れ
ば
、
自
己

学
校
か
ら
集
約
中
の

換
！
等
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
・
国

え
る
集
会
は
私
た
ち
の
運
動
に

し
て
も
ら
う
住
民
に
対
し
て
支

負
担
が
生
じ
る
」
と
指
摘
し

意
見
を
ふ
ま
え
て
、

会
請
願
デ
モ
を
行
い
ま
し
た
。

勇
気
を
与
え
る
も
の
で
し
た
。

出
す
る
場
合
の
基
準
で
あ
る
九

た
こ
と
に
対
し
て
県
教
委
は

７
月
中
旬
を
め
ど
に

ら
し
て
募
集
し
た
上
で
の

欠
員
補
充
の
増
加
で
す
か

ら
、
正
規
職
員
の
大
幅
増

を
求
め
る
声
を
い
っ
そ
う

大
き
く
し
て
い
く
必
要
が

高
教
組
が
県
教
委
か
ら
入

人
員
を
増
加
し
た
こ
と
と
、

あ
り
ま
す
。

手
し
た
資
料
に
よ
る
と
、
欠

定
年
前
の
勧
奨
退
職
の
人
数

員
補
充
と
し
て
、
今
年
４
月

が
例
年
よ
り
多
か
っ
た
こ
と

か
ら
県
立
学
校
に
臨
時
採
用

を
あ
げ
、
そ
れ
を
除
け
ば
例

さ
れ
た
教
職
員
は
２
９
６
人

年
並
み
の
人
数
で
あ
る
と
し

に
の
ぼ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
欠
員

な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨

補
充
の
臨
時
採
用
は
、
産
休

年
度
の
２
４
３
人
に
比
べ
て

や
病
休
の
代
替
と
違
っ
て
、

人
も
多
く
、

％
近
く
増

正
規
採
用
の
教
職
員
を
あ
て

53
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加
し
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

る
べ
き
定
員
を
非
正
規
の
教

各
職
ご
と
の
人
数
の
推
移
は

職
員
で
補
充
し
て
い
る
の
で

別
表
の
と
お
り
で
す
。

す
か
ら
、
毎
年
２
０
０
人
を

欠
員
補
充
が
増
加
し
た
こ

大
き
く
超
え
る
状
況
に
な
っ

と
に
つ
い
て
県
教
委
は
、
国

て
い
る
こ
と
が
異
常
で
す
。

体
や
九
州
北
部
ブ
ロ
ッ
ク
イ

と
り
わ
け
高
校
に
つ
い
て

ン
タ
ー
ハ
イ
、
し
お
か
ぜ
総

は
、
教
諭
の
新
規
採
用
の
予

文
祭
に
向
け
て
、
事
務
局
の

定
数
を
前
年
度
か
ら

人
減

10

国
民
春
闘
勝
利

12国
民
春
闘
共
闘
４
・

中
央
行
動

12

５
０
０
０
人
を
超
え
る
デ
モ
行
進
で

改
悪
阻
止
を
大
い
に
ア
ピ
ー
ル
！

総務省前要求行動

国会請願デモ行進

公
舎
集
約
化
に
つ
い
て
の
県
教
委
折
衝

「退
去
は
本
人
の
承
諾
が
前
提
」と
重
ね
て
確
認

今
年
度
の
欠
員
補
充
２
９
６
人
！

昨
年
度
よ
り

人
増

53

12臨採

４
月

日
、
第
３
回
コ
ン
プ

の
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
を
中
心
と

除
が
昨
年
か
ら
障
害
児
学
校
の

場
の
教
職
員
の
声
を
反
映
し
た
高
教
組

16

ラ
イ
ア
ン
ス
対
策
本
部
会
議
が

す
る
講
話
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

志
望
者
ま
で
拡
大
さ
れ
た
が
、

の
要
求
が
、
実
現
に
向
け
て
前
進
し
ま

開
か
れ
、
高
教
組
か
ら
馬
場
書

の
後
、
今
後
の
と
り
く
み
に
つ

高
校
に
も
拡
大
す
べ
き
で
は
な

し
た
。

記
長
が
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の

い
て
の
協
議
と
な
り
ま
し
た

い
か
」と
意
見
を
述
べ
ま
し
た
。

以
下
、
１
次
試
験
の
一
部
免
除
制
度

会
議
は
、
県
教
委
が
、
不
祥
事

が
、
事
務
局
等
か
ら
の
新
し
い

こ
れ
に
対
し
て
県
教
委
は
、
働

の
概
要
を
、
昨
年
度
の
教
員
採
用
試
験

根
絶
に
向
け
て
教
育
関
係
者
の

と
り
く
み
の
提
案
は
な
く
、
従

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
の
観
点

の
実
施
要
項
か
ら
抜
粋
し
ま
す
。

総
力
を
あ
げ
て
取
り
組
む
た
め

来
の
と
り
く
み
方
針
に
基
づ
い

か
ら
「
い
っ
そ
う
の
改
善
を
図

【
昨
年
度
の
実
施
要
項
よ
り
】

の
中
核
組
織
と
し
て
、
高
教
組

た
意
見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

る
」
と
述
べ
る
と
と
も
に
、「
１

◆
免
除
の
内
容
：
１
次
試
験
の
う
ち
の

な
ど
の
労
働
組
合
や
、
Ｐ
Ｔ
Ａ

そ
の
中
で
馬
場
書
記
長
は
、

次
試
験
の
一
部
免
除
の
高
校
へ

教
職
・
一
般
教
養
試
験
を
免
除

連
合
会
・
退
職
校
長
会
な
ど
の

｢

と
り
く
み
報
告
の
中
で
も
、

の
拡
大
は
、前
回
の
会
議
で
も
、
◆
申
請
の
要
件
：
平
成

年
度
に
お
い

23

代
表
も
構
成
員
に
入
れ
て
、
一

職
場
の
同
僚
性
を
重
視
し
た
研

高
教
組
の
平
井
委
員
長
か
ら
要

て
、
本
県
公
立
小
・
中
学
校
及
び
特
別

昨
年
の

月
に
立
ち
上
げ
た
も

修
の
報
告
が
あ
っ
た
。
我
々
も

望
が
出
さ
れ
て
い
た
が
、
今
年

支
援
学
校
に
臨
時
的
に
任
用
さ
れ
て
い

12

の
で
、
第
２
回
が
昨
年
５
月
に

同
僚
性
を
重
視
し
て
い
る
が
、

度
の
試
験
か
ら
の
実
施
に
つ
い

る
者
（
非
常
勤
講
師
を
含
む
）
で
、
過

開
催
さ
れ
て
以
来
の
開
催
で
し

具
体
的
な
と
り
く
み
を
す
す
め

て
検
討
し
て
い
る
」
と
述
べ
ま

去
５
年
間
に
お
い
て
、
３
か
年
以
上
臨

た
。

る
際
に
一
番
問
題
に
な
る
の

し
た
。

時
的
任
用
教
員
を
経
験
し
、
優
秀
と
認

今
回
の
会
議
で
は
、
事
務
局

が
、
多
忙
化
の
問
題
で
あ
る
。

実
施
要
項
は
５
月
上
旬
に
発

め
ら
れ
る
者
。（
各
年
度
の
任
用
期
間
は
、

で
あ
る
県
教
委
か
ら
、
昨
年
度

と
り
く
み
の
柱
の
一
つ
で
あ
る

表
さ
れ
ま
す
の
で
、
決
定
前
の

長
短
に
か
か
わ
ら
ず
１
年
と
算
定
す

の
懲
戒
処
分
等
の
状
況
や
不
祥

『
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
』
、
最
終
段
階
で
、
マ
ス
コ
ミ
を
前

る
。）

事
根
絶
の
た
め
の
と
り
く
み
状

と
り
わ
け
、
業
務
の
縮
減
を
い

に
し
て
の
「
検
討
し
て
い
る
」

◆
審
査
結
果
の
通
知
：
免
除
申
請
が
あ

況
が
報
告
さ
れ
、
法
テ
ラ
ス
長

っ
そ
う
す
す
め
る
必
要
が
あ

と
の
発
言
は
、
今
年
度
か
ら
の

っ
た
者
に
つ
い
て
審
査
し
、
免
除
の
可

崎
法
律
事
務
所
の
伊
藤
岳
弁
護

る｣

「
教
員
採
用
面
で
の
対
策

拡
大
の
方
針
が
、
ほ
ぼ
固
ま
っ

否
に
つ
い
て
は
、
受
験
票
に
よ
り
通
知

士
か
ら
、
法
律
的
な
視
点
か
ら

と
し
て
、
１
次
試
験
の
一
部
免

て
い
る
と
推
測
で
き
ま
す
。
現

す
る
。

高等学校教員採用試験
１次試験の一部免除実現へ
～ コンプライアンス対策本部会議 ～

教
職
員
独
自
の

課
題
も
ア
ピ
ー
ル

世帯の場合

項 目 金 額

運送費用（４ｔ） 102,700

エアコン（2.5Ｋｗ） 24,500

電話 10,300

小 計 137,500

消費税 6,875

合 計 144,375

単身・独身の場合

項 目 金 額

運送費用（４ｔ） 59,100

エアコン（2.5Ｋｗ） 23,900

電話 10,300

小 計 93,300

消費税 4,665

合 計 97,965

<各職ごとの欠員補充の人数>

職名 2012年 2011年 2010年

講師 213 178 162

実習教員 43 31 26

養護助教諭 6 6 10

寄宿舎指導員 33 27 18

栄養士 1 1 1

廃
止
対
象
の
確
定

は
７
月
中
旬
頃
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